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第四次長期総合計画基本構想（素案）のパブリックコメントについて 
 
 

（５月１日号市報原稿） 

「第四次長期総合計画基本構想（素案）」 
に対するご意見を募集します。 

 
 市では、総合的かつ計画的に市政を運営するために、平成１３年度に第三次

長期総合計画を定めました。この計画が平成２２年度で終了するため、平成 
２３年度からの新たな武蔵村山市のまちづくりの指針となる第四次長期総合計

画の策定に取り組んでいます。 
 このほど、昨年１２月２４日に長期総合計画市民懇談会から市長に対してな

された提言を踏まえて、市職員で構成する長期総合計画策定委員会で「第四次

長期総合計画基本構想（素案）」を取りまとめましたので、その内容についてお

知らせし、市民の皆さんのご意見を募集します。 
今後、基本構想については、提出されたご意見のほか、市民等で構成する長

期総合計画審議会で調査審議をいただき、本年１２月に開催される予定の第４

回市議会定例会に提案する予定となっています。 
また、基本計画についても基本構想と並行して、今後策定作業を進めていき

ます。 
 基本構想（素案）では、４つのまちづくりの理念を掲げ、本市の貴重な財産

である狭山丘陵等の緑を舞台に、多摩都市モノレールの市内延伸により、便利

で快適に住み続けられ、安心して暮らせるまちを目指して、「人と緑が織りなす 

夢ひろがる やさしいまち むさしむらやま」を将来都市像としました。 
 詳細については、市役所市政情報コーナー、緑が丘出張所、各図書館、市ホ

ームページで閲覧することができます。 
▼提出方法＝郵送、ファックス又は電子メールで提出先にお送りいただくか、

直接お持ちください（様式は自由）。 
 なお、提出されたご意見に対する個別の回答はいたしませんので、あらかじ

めご了承ください。 
▼提出先＝市役所企画政策課 
○ファックス（５６３）０７９３ 
○電子メール（kikaku@city.musashimurayama.tokyo.jp） 
▼募集期間＝５月１４日（金）（必着）まで 
 問い合わせは、市役所企画政策課（☎内線３７２、３７４）へ。 

第４回審議会 
資料 
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第四次長期総合計画基本構想（素案）の概要 
 
▼策定の趣旨 
 新たな政策課題や時代の変化に柔軟に対応し、本市の特性を生かした市民主

権の市政運営の実現と魅力的な地域社会の創造を図るための今後１０年間を見

越した指針を定めるものです。 
▼計画の構成 
 第四次長期総合計画は、図―１のように基本構想、基本計画、実施計画から

構成されています。 
▼計画の期間 
 平成２３年度～平成３２年度（１０年間） 
○基本構想（素案） 
▼まちづくりの目標 
≪まちづくりの理念≫ 
 本市におけるまちづくりは、次の４つの理念に基づいて進めていきます。 
・地域が一体となって人をはぐくみ、守る、思いやりのあるまちづくり 
・恵まれた自然環境と都心近郊の利便性が感じられる、快適で暮らしやすいま

ちづくり 
・自然や文化、産業などの地域資源を活用し、地域の特性を生かした個性と活

力あるまちづくり 
・市民、事業者と市が協働し、みんなで考え、行動するまちづくり 
≪将来都市像≫ 
 ４つのまちづくりの理念に基づき、狭山丘陵を背景とした豊かな緑のもと、

人と自然が共生し、子どもから高齢者までが素晴らしい未来に向かって夢を広

げ、地域や人のつながりを大切にし、みんなで支え合うやさしいまちを目指す

ことから「人と緑が織りなす 夢ひろがる やさしいまち むさしむらやま」

を将来都市像として定めます。 
≪人口フレーム≫ 
 平成３２年を約７万８千人と設定します。 
≪将来都市構造≫ 
 将来都市像を実現するため、図―２のようなゾーン区分に沿って、計画的な

土地利用に努めます。 
▼施策の体系 
 将来都市像を実現するため、図―３のように「まちづくり計画編」、「計画推

進編」に掲げる施策を推進します。 
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▼施策の概要 
≪まちづくり計画編≫ 
１ 市民が自ら考え行動するまちづくり 
 みんなで支え合う地域社会を形成するには、市民、事業者と市が協働により

まちづくりを進めていくことが重要です。市政に関する情報を相互に共有し、

市政を取り巻く現状、課題等について共通認識を持ち、地域社会における課題

の解決に向けて協働で推進していくことがまちづくりの本来の姿です。 
 防災や防犯、環境、福祉など様々な分野において、自治会等の地域コミュニ

ティ活動の活性化を推進するとともに、活動目的や内容によって結びついた市

民活動団体等のテーマ型コミュニティ活動を推進するなど、市民一人ひとりが

自分の役割を考え、行動できるまちづくりを進めていきます。 
２ 安心していきいきと暮らせるまちづくり 
 防災や防犯等に対する生活基盤の強化や緊急時における危機管理体制の充実、

高齢社会において誰もが健康でいきいきと生活できるとともに、次世代を担う

子どもたちが、健やかに育つ環境を実現するほか、医療や福祉の充実などによ

り、市民が安心して暮らすことのできるまちづくりを進めていきます。 
３ 誰もが自分らしく成長できるまちづくり 
 生きる力や豊かな心、健康な身体をはぐくみ、自己の充実と生活の向上に向

けた教育・学習機会の充実に努めるとともに、すべての市民が互いの人権を尊

重し、豊かな心を持ち、個性を発揮する地域社会づくりを進めていきます。 
４ 快適で暮らしやすいまちづくり 
 土地利用の状況や自然環境等の地域特性を踏まえながら、快適に住み続ける

ことのできるよう、生活環境が整備された暮らしやすいまちづくりを進めてい

きます。 
５ 地域の資源を生かした特色あるまちづくり 
 地域の特性を生かした産業の振興を図るとともに、本市が有する景観や歴

史・文化を地域資源としてとらえ、特色あるまちづくりを展開していきます。 
≪計画推進編≫ 
 まちづくり計画編の５つの柱を展開するために、効率的、効果的な行財政運

営に努めます。 
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基本構想

基本計画

実施計画

市政を総合的かつ計画的に運営するため、市の将

来都市像及びこれを実現するために必要な施策の

基本的方針を定めたものです。 

 基本構想に基づき、行政分野毎の施策・手段を体

系化、計画化したもので、計画の実現を図るための

主体的な役割を果たすものです。 

基本計画に示した施策を計画的に実施するため

の事業計画で、実施に係る年次計画と財源の根拠を

明らかにするものです。ローリングにより必要に応

じて内容の見直しを行います。 
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図―２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
凡例 
【核】 【ゾーン】

都市核 緑の核 住宅系市街地ゾーン 
中心市街地ゾーン 

サブ核 いこいの核 複合市街地ゾーン 
自然景観・緑形成ゾーン 
大規模農地ゾーン 

【軸】 
都市軸 水の軸 

緑の軸 



図―３ 

施策の体系 
将来都市像を実現するため、「まちづくり 

 計画編」、「計画推進編」に掲げる施策を推進 
 します。 

将来都市像 

人と緑が織りなす 夢ひろがる 
 やさしいまち むさしむらやま 

１ 市民が自ら考え 
行動するまちづくり

２ 安心して 
いきいきと暮らせるまちづくり

３ 誰もが自分らしく 
成長できるまちづくり

４ 快適で暮らしやすい 
まちづくり

５ 地域の資源を生かした 
特色あるまちづくり

まちづくり計画編

①地域コミュニティ ②交流 

①市民参加と協働 ②情報共有 

①防災対策 ②消防・救急体制 ③交通安全 
④防犯対策 ⑤消費生活の安全 

①健康づくり ②スポーツ・レクリエーション 
③保健・医療 ④社会保障制度 

①高齢者福祉 ②障害者福祉 ③子育て支援 
④地域福祉 

①人権擁護 ②男女共同参画 

①学校教育 ②社会教育活動 ③生涯学習  

①道路・公共交通 ②公園・緑地 ③住宅・宅地 
④下水道 ⑤都市づくり 

①廃棄物処理とリサイクル ②地球温暖化対策 
③公害対策・環境美化 

①農業 ②商・工業 ③観光 ④雇用

①自然環境 ②水と緑のネットワーク ③都市景観

①市民文化 ②伝統文化・文化財 

(1)コミュニティ 

(2)パートナーシップ 

(1)安全・安心 

(2)健康・医療 

(3)福祉 

(1)人権 

(2)教育 

(1)都市基盤 

(2)環境 

(1)産業 

(2)景観 

(3)文化 

計画推進編

(1)行政運営 (2)財政運営 (3)広域行政 
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